
１．全体評価

　働き方改革や医療制度の改定など変化する医療事情を察知し対応するた
め、次期中期計画期間においては、年度計画において直近の状況を踏まえ
た上で適切な目標を立て、その達成度合いについてきちんと検証するなど、
より適切な目標設定となるよう努め、その成果として質の高い医療サービス
をより効率的に提供されたい。

【令和２年度　年度計画へ反映】

　第１期中期目標期間（平成26年10月～平成31年３月）では中期計画で設
定していた目標を、第２期中期目標期間（平成31年４月～令和６年３月）に
おいては直近の状況を踏まえて年度計画で設定した。

２．「市民に提供するサービスその他の業務の質の向上」に関する大項目評価

・働き方改革として、職員の残業時間を考慮するなど、引き続きワーク・ライ
フ・バランスに努められたい。

・優秀な人材の確保は病院運営の根幹に関わることであり、職員の育成や
優秀な人材の確保に引き続き努められたい。

・小項目ごとの目標設定については、数値目標の設定が可能であるにもか
かわらず、設定されていない項目も散見される。客観的な指標がなく数値目
標を設定しにくい項目も含め、可能な限り数値目標を設定するなど改善に
努められたい。

　第３期中期目標期間（令和６年４月～令和１１年３月）における年度計画で
の設定に向け検討を行います。

地方独立行政法人法第29条に基づく評価結果の年度計画及び業務運営の改善への反映状況については、以下のとおりである。

地方独立行政法人大阪市民病院機構　平成30事業年度の業務実績に関する評価結果の反映状況

評価にあたっての意見、指摘等 反映状況

評価にあたっての意見、指摘等 反映状況

【令和２年度　年度計画へ反映】

４　優れた医療人の育成・確保
・教育研修機能の充実やキャリア開発支援など人材育成に努め、医療機能
の維持向上を図る。特に医師については、基幹型臨床研修指定病院である
総合医療センターを中心として幅広い診療能力が習得できる研修プログラ
ムを実施し、将来を担う若手医師を育成する。
・職員のライフスタイルやライフステージに応じた勤務制度や多様な雇用形
態を整備・改善し、長時間労働の軽減に努めるなど、風通しがよく職員が誇
りとやりがいを実感できる魅力ある職場づくりを進めるとともに、優秀な医療
人材の確保に向け採用活動の促進に取り組む。
・働き方改革関連法など、社会情勢の変化等を踏まえた人事給与制度の改
善に取り組む。
・スタッフの専門性や医療技術の向上を図るため、専門資格の取得等につ
いて積極的に奨励する。
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３．「業務運営の改善及び効率化並びに財務内容の改善」に関する大項目評価

・目標や実績について、各病院の欄や合計欄がある項目とない項目がある
ので、考え方を整理し改善に努められたい。

　第２期中期目標期間（平成31年４月～令和６年３月）における年度計画の
目標や実績については、各病院の欄のみに統一しています。

評価にあたっての意見、指摘等 反映状況
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